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スマートSSCと試験所 

 
一般社団法人 ネット情報信頼性機構 代表理事 

元英国国立ウェールズ大学（UWTSD）大学院特定教授 

経営コンサルティング会社代表取締役 

一般社団法人 RMA 理事  

宮川 雅明 
 

SSCとはシェアードサービス・センターのことである。

1980年から効率化の手法として展開され、進化をと

げながら現在ではスマート SSCへと変貌している。 

シェアードサービスは企業グループ内で集約できる

機能を集め、効率化を図る取り組みである。社外へ

移管するのを BPO（ビジネスプロセス・アウトソーシ

ング）である。 

80年代、構造的な変革として、組織及び機能単位

での統廃合が進む。選択と集中という言葉を聞いた

ことがあるかと思うが、主に戦略において使う用語で

あるが、ダイナミックなコストダウンでも使われる。 

SSC の対象となるのは、経理、人事、労務、総務と

いった所謂管理間接部門であった。同じ機能であれ

ば、各社或いは各事業部で有しておく必要はないの

ではないか。評価制度が異なるのであれば統一すれ

ばよい。事業のパフォーマンスに直接的に影響しない

機能であれば、徹底的に標準化し自動化を図り、コス

トダウンを行う。個別ルールなどは例外となり標準化

の障害となる。 

 

80年代のこうした動きは、90年代のBPR（ビジネ

スプロセス・リエンジニアリング）へと展開される。各

企業或いは各事業のバリューチェーンを大局的に観

ながら、資源の再配分、選択と集中を構造的に変え

ることで、事業力とオペレーション・エクセレンスの同

時達成を図っていく取り組みである。 

SSCの対象となるのは支援活動である。まだ、この時

代は～。 
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例えば、バリューチェーンの各コスト財務構造が上

図だとする。マージンを 5％にしたいとしたら、どの機

能を削減するだろうか。主活動はむしろ投資すべきだ

ろう。必然、支援活動つまりノンコア業務が対象となる。 

 

90 年代に入ると事業構造を構造的に見直し、より

効率的な体制にする取り組みである BPR が盛んに

おこなわれる。SSC だけではなく、BPO も活用される

ハイブリッド型になってくる。補足であるが、BPR の活

動の多くは失敗する。 

2000 年になると国際会計が主流を占めるように

なり、企業価値を EVA（経済付加価値）で測る時代

になる。日本では連単倍率という概念が残っていた

が、グローバルでは連結経営が一般的になっていた。

企業グループ全体の価値を株主価値から測定・評価

する時代になる。国よって会計・財務の概念や算定ロ

ジックが異なるのは市場（投資家）から観たら障害と

なり、資本コストの上昇へ繋がる。 

この当たりから M&A は一般的な手法となり、企業

単位ではなく事業部単位でも盛んにおこなわれるよ

うになる。ＥＶＡは企業単位より、むしろ事業単位で測

る。Ｍ＆Ａの目的対象が事業単位へと変化してきたこ

とを意味する。 

2010 年代になると企業価値を観る尺度として、コ

ーポレートガバナンス、環境経営そして共創価値とい

った側面が強くなる。SDGｓは 2016年に採択される。 

コーポレートセンターや持株会社といった形態はこ

うした流れの一形態といえる。 

この時代になると、ＳＳＣはグローバル・レベルで行

うのが当た り前に な っ て く る 。 GBS （ global 

business service）というものだ。経理や人事だけ

でなく法務や監査もＳＳＣの対象となる。グローバル

企業にとって、法務や監査はグローバル対応できるも

のでないといけない。財務諸表は勿論のこと、採用、

育成、労務などグローバルが前提となる。一企業まし

て一事業部が担えるものではなくなってきた。 

そしてスマートＳＳＣという概念へと展開される。法

務や監査は専門職である。つまり、専門職、専門的技

術を有する機能を集約しノウハウ化し経営を強化す

る方向へと進む。そしてＤＸ、ＡＩといったテクノロジー

が加わることになる。ＲＰＡは以前から取り組まれてい

たが、凄まじい技術の進化で、その範囲は一層広まる

ことになる。 

契約機能、物流機能、監査機能、人事機能、購買

機能などデータベース化を前提にＡＩが担うようにな

り、ＳＳＣはよりスマートなものへと進化し続けている。 

スマートＳＳＣは当初のＳＳＣと比較すると、その狙い、

範囲、手法も進化しており、効率化目的は当然として、

付加価値創出、社会課題の解決、コーポレートガバナ

ンスの強化などが主目的となる。スマートＳＳＣは全社

最適を見据えた、グローバルでの機能集約とデータ

レイク（データの湖）を起点に、専門人材の育成とシ

フト、セキュリティ強化と進化を続けている。 



RMA Plus                  No. 24 Winter 2026 

4 
 

さて、試験所という機能はどうだろうか。インハウス

であれば品質部門（機能）の一つとして位置づけら

れているのだろうか。 

試験所認定があるので、専門職といえる。コストセン

ターとみるか、プロフィットセンターとみるかはそれぞ

れであるが、ガバナンスという観点から観たら、独立

性が担保されていることが前提だろう。コストセンター

という見方はそぐわないように思える。何故なら、利益

より安全や信頼は優先されるべきものであるからで

ある。問題は付加価値創出という視点、戦略というア

イデアに欠けていることかもしれない。 

仮の話をしよう。試験所を集約したらどうなるのか。

どの試験所も同じ試験機を有し、都度トレーサビリテ

ィという保守コストを払い、必要に応じて設備投資も

する。競合他社が連携して物流や開発を行う時代で

ある。試験データの秘密性といった課題はあるが、今

やデータは社外のクラウドに依存している。もし、こう

したデータがビッグデータとなれば付加価値創出も

可能になるのだろうか。少なくとも効率化と同時に専

門性は進み、必要性からその価値やプレゼンスも高く

なるのではないだろうか。この可能性或いは将来性

の障害となっているのが、閉鎖された集団、経営学で

は Dense Network という。つまり情報が集まって身

内だけに共有され外に出ていかない。これは付加価

値創出という観点から観たら致命的欠陥ともいえる、

何故なら、その価値や重要性を他の人は知らないし、

伝えようともしないからだ。よって、経営サイドも戦略

的に活用しようといった発想が出てこない。私の 50

年近いコンサルティング経験においても、中計などで

ＩＳＯ関係が議論されるようなことは滅多にないし、試

験所という単語自体見たことがない。（多くのビッグ

カンパニー、多種上場企業を観てきたが～） 

もう一つ気になる点がある。認定を必要としないの

ではないだろうか。系列で仕事が決まる。独自ルール

で仕事が決まる。こうした社会構造が根底にあるよう

に思える。近年、下請法が中小受託取引適正化法

（通称： 取適法）になって注目されはじめているが、

下請けという用語は（私の記憶では）昭和31年に白

書で使用された用語だ。70 年経過しても、この構造

が問題となっているということだ。私の勝手な見方か

もしれないが、社会構造自体に試験所のプレゼンス

を軽視する構造があるように思える。 

信頼が求められる時代である。試験所という機能

を戦略的、構造的に変革させてはどうだろうか。 

  

宮川理事のセミナー ご紹介 

この記事の著者、宮川雅明理事のセミナーを来月開催します！ぜひご参加ください。 

「VUCA（不確実）時代の人材育成 

～従来発想の人事制度は効果なし、人が育つマネジメントの本質を追求する～」 

開催日時：2026年2月2日（月）13:30 ～ 16:30  

お申込み締切り：2026年1月27日（火） 

お申込みはこちら https://rma.tokyo/seminar_detail/160 

（RMAウェブサイト からもお申込みいただけます） 

 

https://rma.tokyo/seminar_detail/160
https://rma.tokyo/
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RMA 2026年度 対面型セミナー 開催予定表     1/2 
※ 諸事情により日程は変更する場合がございます。 

  

会員 非会員 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 東京 ¥33,000 ¥66,000 6/30

2 大阪 ¥33,000 ¥66,000 9/29

3 東京 ¥33,000 ¥66,000 11/5

4 東京 ¥33,000 ¥66,000 7/28

5 大阪 ¥33,000 ¥66,000 12/8

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6 東京 ¥66,000 ¥132,000
5/21

22

7 大阪 ¥66,000 ¥132,000
6/16

17

8 東京 ¥66,000 ¥132,000
7/14

15

9 東京 ¥66,000 ¥132,000
9/15

16

10 東京 ¥66,000 ¥132,000
10/20

21

11 大阪 ¥66,000 ¥132,000
11/10

11

12 東京 ¥66,000 ¥132,000
12/15

16

13 東京 ¥66,000 ¥132,000
2/16

17

14 東京 ¥66,000 ¥132,000
10/29

30

15 東京 ¥66,000 ¥132,000
3/11

12

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

16 東京 ¥33,000 ¥66,000 11/30

17 東京 ¥33,000 ¥66,000 1/21

18 東京 ¥33,000 ¥66,000 3/4

№
対面型セミナー

※３か月前からお申込み可能となります

会場

受講料

（消費税込）

2026年度

2026年

第122回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（大阪）

2027年

上期 下期

規格解説セミナー

第81回 ISO/IEC 17025 規格解釈と運用セミナー（東京）
“要求事項の解釈はこれでいいの？―判断の難しい事例を踏まえて”

第82回 ISO/IEC 17025 規格解釈と運用セミナー（大阪）

“要求事項の解釈はこれでいいの？―判断の難しい事例を踏まえて”

第83回 ISO/IEC 17025 規格解釈と運用セミナー（東京）

“要求事項の解釈はこれでいいの？―判断の難しい事例を踏まえて”

第3回 ISO/IEC 17025による試験所業務能力強化セミナー（東京）

―ケーススタディで説明能力と説得力アップ―

第4回 ISO/IEC 17025による試験所業務能力強化セミナー（大阪）
―ケーススタディで説明能力と説得力アップ―

内部監査員養成セミナー

第121回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（東京）

第1回 環境分析における精度管理と事例処理(仮)（東京）

第123回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（東京）

第124回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（東京）

第125回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（東京）

第126回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（大阪）

第127回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（東京）

第128回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（東京）

第7回 ワンランクアップ ISO/IEC 17025 内部監査員セミナー（2日）（東京）

第8回 ワンランクアップ ISO/IEC 17025 内部監査員セミナー（2日）（東京）

試験技術セミナー
第5回 ISO/IEC 17025リスクから考える試験、不確かさとトレーサビリティ（東京）

―演習で学ぶ、試験の質管理、トレーサビリティと校正―

第1回 試験所における計量トレーサビリティの確保と内部校正の利用(仮)（東京）

― 自己課題解決型演習セミナー ―
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RMA 2026年度 対面型セミナー 開催予定表    2/2 
※ 諸事情により日程は変更する場合がございます。 

 

 

  

会員 非会員 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

№
対面型セミナー

※３か月前からお申込み可能となります

会場

受講料
（消費税込）

2026年度

2026年 2027年

上期 下期
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RMA 2026年度 オンラインセミナー 開催予定表  1/2 
※ 諸事情により日程は変更する場合がございます。 

 

  

会員 非会員 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 オンライン ¥16,500 ¥33,000 4/21

2 オンライン ¥16,500 ¥33,000 10/15

3 オンライン ¥16,500 ¥33,000 4/23

4 オンライン ¥16,500 ¥33,000 6/2

5 オンライン ¥16,500 ¥33,000 8/4

6 オンライン ¥16,500 ¥33,000 12/3

7 オンライン ¥16,500 ¥33,000 2/4

8 オンライン ¥16,500 ¥33,000 5/14

9 オンライン ¥16,500 ¥33,000 7/7

10 オンライン ¥16,500 ¥33,000 1/19

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

11 オンライン ¥66,000 ¥132,000
8/27

28

12 オンライン ¥66,000 ¥132,000
3/25

26

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

13 オンライン ¥16,500 ¥33,000 7/31

14 オンライン ¥16,500 ¥33,000 6/18

15 オンライン ¥16,500 ¥33,000 7/23

16 オンライン ¥16,500 ¥33,000 9/3

№
オンラインセミナー

※３か月前からお申込み可能となります

会場

受講料
（消費税込）

2026年度

2026年 2027年

第26回 一歩進んだISO/IEC 17025の活用（ラボ管理者・中堅要員ｺｰｽ／Advancedｺｰｽ）（半日）

上期 下期

規格解説セミナー

第3回 はじめてのISO/IEC 17025（半日）

第4回 はじめてのISO/IEC 17025（半日）

第29回 知っておきたいISO/IEC 17025の基礎（担当者コース／Basicコース）（半日）

第30回 知っておきたいISO/IEC 17025の基礎（担当者コース／Basicコース）（半日）

第31回 知っておきたいISO/IEC 17025の基礎（担当者コース／Basicコース）（半日）

第32回 知っておきたいISO/IEC 17025の基礎（担当者コース／Basicコース）（半日）

第33回 知っておきたいISO/IEC 17025の基礎（担当者コース／Basicコース）（半日）

第25回 一歩進んだISO/IEC 17025の活用（ラボ管理者・中堅要員ｺｰｽ／Advancedｺｰｽ）（半日）

第27回 一歩進んだISO/IEC 17025の活用（ラボ管理者・中堅要員ｺｰｽ／Advancedｺｰｽ）（半日）

内部監査員養成セミナー
第16回 ISO/IEC 17025 オンラインによる内部監査員実践セミナー（2日）
　　　　　　　　―　ロールプレイによる指摘演習　―

第17回 ISO/IEC 17025 オンラインによる内部監査員実践セミナー（2日）
　　　　　　　　―　ロールプレイによる指摘演習　―

試験技術セミナー
第5回 ISO/IEC 17025のキーポイントへの取り組みとマネジメント（半日）
―試験、不確かさとトレーサビリティ、リスクとマネジメント―

第8回 オンラインで学ぶゲルマニウム検出器によるガンマ線スペクトロメトリ（半日）

第11回 試験所における計量トレーサビリティの確保と内部校正の利用（半日）

第9回 試験所（化学分野）における精度管理の基本的な考え方（半日）
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RMA 2026年度 オンラインセミナー 開催予定表  2/2 
※ 諸事情により日程は変更する場合がございます。 

 

 

 

 

 

  

会員 非会員 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

№ オンラインセミナー

※３か月前からお申込み可能となります

会場

受講料
（消費税込）

2026年度

2026年 2027年

上期 下期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

17 オンライン ¥33,000 ¥66,000 2/5

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

18 オンライン ¥33,000 ¥66,000 6/10

19 オンライン ¥33,000 ¥66,000 9/9

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

20 オンライン ¥33,000 ¥66,000 10/9

21 オンライン ¥16,500 ¥33,000 10/23

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

22 オンライン ¥16,500 ¥33,000 6/23

23 オンライン ¥16,500 ¥33,000 1/26

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

24 オンライン ¥16,500 ¥33,000 6/19

25 オンライン ¥16,500 ¥33,000 11/25

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

26 オンライン ¥16,500 ¥33,000 5/28

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

27 オンライン ¥16,500 ¥33,000 10/19

第4回 臨床検査室のためのリスクマネジメントセミナー
　　　　　～ISO 15189, ISO 22367をより理解するために ～（半日）

不確かさセミナー

現場で役立つ 2026 不確かさセミナー：検量線・校正直線を用いた時の不確かさ評価

食品、微生物分野セミナー

第3回 食品等の理化学試験結果が妥当であるための要件

第9回 微生物試験結果が妥当であるための要件

臨床検査分野セミナー

第4回 ISO 15189:2022 規格概要解説オンラインセミナー

検査機関セミナー

第2回 ISO/IEC 17020:2012（JIS Q 17020:2012）規格解説セミナー（半日）

技能試験セミナー

第1回 ISO/IEC 17043:2023：技能試験提供者として望まれること(仮)（半日）

マネジメントセミナー

第15回 オンラインで学ぶラボラトリのリスクマネジメント（半日）

第16回 オンラインで学ぶラボラトリのリスクマネジメント（半日）

製品認証セミナー

第4回 オンラインで学ぶISOによる製品認証と認証スキーム（半日）

第4回 オンラインで学ぶISO/IEC 17065 製品認証とファンクショナル・アプローチ（半日）
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退任のご挨拶 

   
一般社団法人 RMA理事  

関   顯 
 

 

このたび私こと関 顯は、2025 年１１月末をもちまして一般社団法人 RMA 理事を退任する運び

となりました。2015年に理事を拝命して以来の 10年間、多くの皆さまに支えられながら活動できま

したこと、心より御礼申し上げます。 

10 年間の理事活動を振り返ると、2015 年 4 月には臨床検査室のた

めの実務書として『ISO 15189:2012 が検査室を変える』を 2024 年

10 月には『ISO 15189:2022 が検査室を変える』を出版し、品質マネ

ジメントの理解促進に寄与することができました。また、多くの大学附属病

院臨床検査室や衛生検査所において品質マネジメントのコンサルティング

を行い、各施設の品質向上に微力ながら貢献できたことは大きな喜びで

あり、かけがえのない経験となりました。さらに 2023 年 7 月には ISO 

15189 改定に関する特別講演会「検体検査の品質・精度確保に係る医

療法等の改正と対応」を東京・大井町で開催し、改定の背景や意義、差分

事項を全国の臨床検査室へ

広く共有する機会に恵まれ

たことも忘れがたい出来事

です。 

一方で、臨床検査の現場を離れて 5 年が経過し、その

技術・知識の進歩に十分追いつけていないと感じる場面も

増えてまいりました。現在はソウルにて化粧品原材料の貿

易会社に勤務し、日々新しい業務に携わっており、これまで

と同じ形で RMA 活動に時間を割くことが難しくなってきま

した。 

この節目の年にあたり、今後の RMA の発展を考え、退任を決断いたしました。理事としての役目は終

えますが、RMA のさらなる飛躍を心より祈念し、今後も陰ながら応援してまいります。これまでのご厚情

に深く感謝申し上げます。 

 

  

2024年10月出版の 書籍表紙 

2023年7月12日開催の特別講演会の様子 
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事務局だより 
 

        2026年度のセミナー開催予定を掲載します  

2026年度の RMAセミナー（対面型、オンライン）スケジュールが決定しました。 

5～8ページに掲載しましたのでご覧ください。 

以降も新規セミナーの開設を行う予定です。最新のセミナー開催予定は RMAウェブサイト

のトップページ（https://rma.tokyo）にございます、セミナータグの「2026年度セミナー

スケジュール」でご確認いただけます。また、セミナー詳細は各セミナーのご案内またはセミ

ナーカテゴリ-をご覧ください。 

        RMAセミナー会員年会費につきまして  

2026年度の「RMA会員年会費納入のお願い」を３月上旬に事務局よりメールにてご連絡

します。メール到着後、会員窓口の皆様はお手数ですが、マイページで請求書のご確認をお

願いいたします。 

 

 

編集後記 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

新しい年を迎え、皆さまいかがお過ごしでしょうか。本年は丙

午、火の勢いを象徴する「午（うま）」の年です。昔から「丙午の

年は強い」と言われ、力強さや情熱を表す干支とされています。

RMAも、この勢いにあやかり、より一層エネルギッシュに活動を

進めていきたいと思います。 

寒さ厳しい折ですが、どうぞ温かくしてお過ごしください。 

 

事務局 編集担当 中澤 

発行：一般社団法人 ＲＭＡ 

表紙写真：事務局職員撮影 

東京都品川区西五反田１丁目11-1 

アイオス五反田駅前 502号 

  03-6417-3400 

             jimukyoku@rma.tokyo 

    httpｓ://rma.tokyo 
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